
審議会ワーキンググループの設置について

事務局調製

１ ワーキンググループの位置づけ

宮代町立小中学校の適正配置及び通学区域の編成等に関する審議会（以下、

「審議会」。）での審議事項に沿って、より良い教育環境をつくるために多面

的検討を行うための作業部会

２ グループの役割

審議会での審議に必要な個別テーマについて、それぞれ研究・検討を行い報

告、提案を行う

３ 検討テーマ（以下、事務局で想定されるものを整理しました）

① 「学校教育」ワーキンググループ

〔和井田委員、各校ＰＴＡ委員、大塚委員・小暮委員・鶴見委員・山田委員〕

・宮代町立小中学校の教育の取り組みの良さをまとめること

・課題がある場合は、これに対する解決策を検討すること

②「教育環境」ワーキンググループ〔上田委員・高柳委員・宮部委員・高田委員・鶴見委員〕

・小中学校の適正配置（再編）事例の調査

・宮代町の小中学校の教育環境について検討すること

③「広報」ワーキンググループ 〔野口副会長、山内委員〕

・住民意識調査の内容を検討すること

・審議開会活動の住民広報を検討すること

①学校教育 WG

宮代町が

目指す教育

②教育環境 WG

未来の教育環境

③広報 WG

地域への

情報発信

３グループ連携による

適正配置へのアプローチ



４ 予定スケジュール … 各セクションでの検討成果に基づき（ ）審議会で協議・決定

審 議 会（全体） 学校教育 教育環境 広報

8 月 第２回審議会

9 月 小中学校の良い点・課題

他のグループへの要望 視察候補地 意識調査骨子

10 月 第３回審議会

・各グループ報告

・審議事項

①視察候補 ／ ②意識調査骨子

11 月

第４回審議会

先進地視察 新テーマ？ 新テーマ？ 意識調査原案

12 月

？未定 ？未定

↓

意識調査原案

1 月 第５回審議会

・審議事項

①意識調査 他

2 月 意識調査実施（町教委）

実施後、集計

3 月

4 月 第６回審議会

5 月

以降

成果の報告

視察結果を各グループの検討へフィードバック


